
全 工 2 0 2 3－ 1 4 0号  

令 和 5 年 9 月 1 日  

 

都 道 府 県 代 表 校 長 様 
公益社団法人 全国工業高等学校長協会  

理事長  福田 健昌  

（公印省略）  

 

令和５年度教職員表彰候補者の推薦について（ご依頼） 
 

初秋の候、時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。日頃は格別のお引き立てをいただき、

ありがたく御礼申し上げます。 

 さて、標題の件につきまして、「公益社団法人全国工業高等学校長協会表彰規程」に基づき、令和

５年度教職員表彰候補者の推薦をご依頼申し上げます。 

 

記 

 

１ 教職員表彰候補 工業教育の充実・振興について特に実績が顕著であった個人またはグループ 

           （過去に同一内容で表彰された個人またはグループを除く） 

 

２ 推 薦 件 数  原則として都道府県ごとで１件 

※表彰候補者がいないときは、その旨を必ず報告してください（書式自由） 

 

３ 推 薦 期 限 令和５年１２月２０日 厳守 

 

４ 推 薦 書 様 式 別紙様式１(教職員用)による 

（全工協会ホームページ【教職員表彰・生徒表彰】よりダウンロード可） 

 

５ 決 定 の 通 知  令和６年２月１５日頃までに貴職並びに当該高等学校長宛に文書をもって

通知する 

 

６ 文 書 送 付 先 〒102－0072  

東京都千代田区飯田橋２－８－１ 

 公益社団法人全国工業高等学校長協会 顕彰委員会 宛 

 TEL ０３－３２６１－１５００ 

 FAX ０３－３２６１－２６３５ 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式 １（教職員用）                     令和   年   月   日 

 公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

 理 事 長   福田 健昌 殿 

都道府県代表校長 

                高等学校 

校 長                

令和５年度 教職員表彰候補者の推薦について 

このことについて、表彰候補者として以下の者を適当と認め推薦します 

表彰規程該当項 ① 第２条  １  ２  ３  ４  号 （教職員表彰規程第２条を参照） 

学 校 名 高等学校 TEL  

所 在 地 
〒 

①   個人  ・  グループ グループ名  ②   

職 名 氏  名 ③ 性別 年齢 担当教科又は分掌 経験年数 ④ 備 考 

       

       

       

       

       

功 

績 

概 

要 

⑤ 

 

添付資料

の有無 
① 有  無 

 本功績の

受賞歴 

① 

⑥ 
  有  無  

 上記のとおり相違ありません               令和   年   月   日 

記載責任者                

                高等学校 

校 長                

≪記入上の注意≫ 表内の数字と連動しています 

① それぞれ該当項を○で囲むこと 

② グループの場合、表彰状はグループ名を記載するので、グループ名を忘れずに記入すること 

③ グループの代表者には○印をつけること 

④ 工業高等学校の経験年数を（ ）内に記入すること 

⑤ 功績の内容を２００字以内で記述すること 

⑥ “有”の場合は（ ）内に受賞年月日、授与機関名を記入のこと 

 

印 

印 



全 工 2 0 2 3－ 1 4 1号  

令 和 5 年 9 月 1 日  

  

 

都 道 府 県 代 表 校 長 様 
公益社団法人 全国工業高等学校長協会  

                             理事長  福田 健昌  

（公印省略）  

 

令和５年度生徒表彰候補者の推薦について（ご依頼） 
 

初秋の候、時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。日頃は格別のお引き立てをいただき、

ありがたく御礼申し上げます。 

 さて、標題の件につきまして、「公益社団法人全国工業高等学校長協会表彰規程」に基づき、令和

５年度生徒表彰候補者の推薦をご依頼申し上げます。 

 

記 

 

１ 生徒表彰候補 工業教育の充実・振興について特に実績が顕著であった個人またはグループ 

（過去に同一内容で表彰された個人またはグループを除く） 

 

２ 推 薦 件 数  原則として都道府県ごとで１件 

※表彰候補者がいないときは、その旨を必ず報告してください（書式自由） 

 

３ 推 薦 期 限 令和５年１２月２０日 厳守 

 

４ 推薦書様式 別紙様式１（生徒用）による 

（全工協会ホームページ【教職員表彰・生徒表彰】よりダウンロード可） 

 

５ 決定の通知  令和６年２月１５日頃までに貴職並びに当該高等学校長宛に文書をもって

通知する 

 

６ 文書送付先 〒102－0072  

東京都千代田区飯田橋２－８－１ 

 公益社団法人全国工業高等学校長協会 顕彰委員会 宛 

 TEL ０３－３２６１－１５００ 

 FAX ０３－３２６１－２６３５ 

以 上 



様式 １（生徒用）                      令和   年   月   日 

 公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

 理 事 長   福田 健昌 殿 

都道府県代表校長 

                高等学校 

校 長                

令和５年度 生徒表彰候補者の推薦について 

このことについて、表彰候補者として以下の者を適当と認め推薦します 

表彰規程該当項 ①  第 ２ 条  １  ２  ３  号 （生徒表彰規程第２条を参照） 

学校名 高等学校 TEL  

所在地 
〒 

①   個人  ・  グループ グループ名  ②   

氏  名  ③ 性別 年齢 所属学科 学年 備 考 

      

      

      

      

      

功 

績 

概 

要 

④ 

 

添付資料

の有無 
① 有  無 

 本功績の

受賞歴 

① 

⑤ 
  有  無  

 上記のとおり相違ありません               令和   年   月   日 

記載責任者                

                高等学校 

校 長                

≪記入上の注意≫ 表内の数字と連動しています 

① それぞれ該当項を○で囲むこと 

② グループの場合、表彰状はグループ名を記載するので、グループ名を忘れずに記入すること 

③ グループの代表者には○印をつけること 

④ 功績の内容を２００字以内で記述すること 

⑤ “有”の場合は（ ）内に受賞年月日、授与機関名を記入のこと 

印 

印 



事 務 連 絡  

令 和 5 年 9 月 1 日  

都 道 府 県 代 表 校 長 様 
公益社団法人 全国工業高等学校長協会  

       事務局長  渡邉 隆  

生徒・教職員表彰候補者の推薦書記入について 

 

日頃は格別のお引き立てをいただき、ありがたく御礼申し上げます。 

さて、標題の件につきまして、下記の点に注意して推薦書を作成してください。 

なお、記入誤り・記入漏れ・捺印漏れ等がありますと再提出していただく場合が生じ

ます。誤り・漏れのないよう記入してください。 

 

記 

1 推薦件数は１件です。２件以上は受付できません。 

2 表彰候補者がいない場合は、その旨を必ず報告してください。 

3 『 表彰規程該当項 』・『 個人かグループか 』・『 添 付 資 料 の 有 無 』・

『本功績の受賞歴の有無 』については、該当項目を○で囲んでください。 

4 候補者の名前は楷書で誤りのないよう記入してください。難しい人名漢字が含まれる際

は、その漢字を余白に大きく正確に記入してください。 

5 グループでの推薦の場合、表彰状にはグループ名を記載するのでグループ名を忘れずに

記入してください。（表彰状はグループにつき１枚発行します。複数枚の発行はできま

せん。） 

6 グループの推薦の際は、代表者に○印をつけてください。 

7 功績は概要にして２００字以内にまとめて記入してください。詳細・資料等がある場合

は、別途作成（様式自由）し添付してください。 

8 本功績の受賞歴がある場合は、受賞年月日・授与機関名を記入してください。 

9 表彰規程及び様式は、本協会ホームページ【教職員表彰・生徒表彰】よりダウンロード

できます。 
以 上 

 

なお、推薦書記入について、ご不明な点がございましたら担当までご連絡ください。 

 

公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

担当：谷川
たにかわ

 裕子
ゆ う こ

 

E-mail tanikawa@zenkoukyo.or.jp 

 TEL ０３－３２６１－１５００ 

FAX ０３－３２６１－２６３５ 



 

令和５年度 全工協会表彰規程の概要 

 

工業教育の充実・振興について特に功績・実績が 

顕著であった個人またはグループを表彰する 

 

 

 教  職  員  表  彰 生   徒   表   彰 

対 象 
普通科・専門科を問わず全ての教員、事務

職員、技術職員の個人またはグループ 
生徒の個人またはグループ 

内 容 

指導法の改善、教材教具開発などの教科 

指導、クラブ指導、課外指導特別活動、 

生活指導、進路指導、施設の充実整備など

での顕著な功績等 

学習上の研究、発明、発見、工夫改善、 

製作、工業技術に関連のあるクラブ活動 

などで資格取得、全国コンクール優勝など 

顕著な実績等 

推  薦 

経 路 

当該校長 → 都道府県代表校長 

→ 理事長 
同左 

推 薦 

期 限 
令和 ５ 年 １２ 月 ２０ 日 同左 

表 彰 

連 絡 

令和６年２月１５日までに推薦経路の 

逆コースで文書にて連絡 

（以後毎年２月１５日までに連絡） 

同左 

表 彰 

方 法 
当該学校で卒業式など適当な時期に行う 同左 

表 彰 表彰状のみ 表彰状と記念品（楯） 

表 彰 

件 数 
各都道府県で１件 同左 

その他 
① 本規程は平成元年４月１日より適用 

② 教職員表彰規程の一部を平成１５年５月２７日改正 

 

 


